
1 / 4 

第１回インストラクター委員会議事録  

 

日時：2024 年 12 月 10 日（火）  20:00～22:00 

場所：zoom によるオンライン会議  

参加者：別添名簿の通り、2０名  

内容：  

１．  委員長挨拶（20:00～20:05）  

・参集のお礼  

・インストラクション上の悩みなど、インストラクター間の連携と指導法について

のディスカッションを通してインストラクターの教育能力を向上させることが、

練習効率の向上や練習生の技量向上につながると考えている。委員会ではそうい

う共通の想いを持ちながら活動を進めて行きたい。まずは、予めお示しした議題

に沿って議論を始めたい。  

２．  参加者による自己紹介（名簿順、20:05～20:25）  

３．  インストラクションの標準化について  

(1) これまでの取り組みについて（20:25～20:45）  

・  BGA の内部改革、1990 年代。ウィンチ曳航事故を撲滅するための教育のス

タンダリゼーション→これまでのインストラクターマニュアルの全面改訂。  

・  BGA インストラクターマニュアルとの出会い（１９９９年）とその内容（ど

ういうパイロットを育てたいのか）に感銘。  

・  有志 16 人とインストラクターマニュアル翻訳出版プロジェクトを立ち上げ

（2012 年）。  

・  インストラクターマニュアル委員会発足（2016 年）  

・  ＢＧＡマニュアル日本語版発刊（2020 年）  ※JSA の HP に掲載中  

・  マニュアル制作中にＢＧＡマニュアルの改訂（第 4 版）があり、翻訳の修正

と追記→日本版インストラクターマニュアルの制作へ  

・  現在、新版発行まであと少しのところまできている（進捗状況について、相

島委員より報告あり）。  

※これまでの取り組みの詳細や翻訳版、BGA マニュアルの原文は以下の JSA 

の HP に掲載されています。    

https://x.gd/Owzsb 

(2) インストラクションの標準化について（20:45～21:40）  

委員会の進め方の方向性として、  

①マニュアルについては、当面の間、マニュアル委員会作成のものを参考書と  

して活用する（当委員会は、マニュアルをつくることが最終目的ではない）。 

②指導法を特定のやり方に統一することは考えていない（統一と標準化とは異  

 なるもの）。  

③インストラクション上の悩みや指導上の気付きなどに対し意見交換をしたり、 

 必須の指導内容についてディスカッションしたい→クラブ内、滑空界内で標  

 準化できれば（マニュアル化できればマッチベター）。  

・  この委員会は何を目指す場なのかを、各論に入る前に方向付けしてはどうか。

教育に限らず、自分たちはインストラクションを通してどういうパイロット

を育てたいと思っているのか、ひいてはどういう世界をつくりたいと思って

いるのかといった「想い」を共有したい。同じかもしれないし、差があるか

もしれない。この「想い」が将来パイロットを育てる、この世界をつくって

https://x.gd/Owzsb
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いく判断に迷った際の判断基準になると考えているため。  

（各委員の想いを発言…多少、順不同）  

・  安全に飛べるパイロットを育てたい  

・  効率的にうまくなれるようなインストラクション手法や体系について話し合

いたい  

・  グライダーの楽しさを感じられるようなパイロットをつくりたい、グライダ

ーの楽しさ（クロスカントリーやソアリングだけでなく、アクロもあるだろ

うし、それ以外にもあるだろう）を伝えられるようなインストラクターをつ

くりたい  

・  ライセンスを目指すだけでなく、グライダーパイロットを育てるならソアリ

ングできる（ソアリングをおもしろいと思える）パイロットを育てたい  

・  グライダーを通して達成感を感じてもらえるようなインストラクションがで

きるインストラクターを目指したい  

・  インストラクターとしてどこまで教えるのか。どこまででも教えられれば良

いのだが  

・  グライダー界がこれからも続いていけるよう、グライダーを続けていきたい

と思う熱量のあるパイロットを育てたい  

・  練習生を教える時に、人によって言わんとするところが異なっていたとして

も芯の通った教え方ができればと思う。この委員会がインストラクターとし

ての資質を向上させられるような内容となることを目指せれば良いと思う  

・  （インストラクターの高齢化に伴って）インストラクターを育てることも必

要になってくると思う。どういうインストラクターを育てたいかについても

話し合いたい  

・  どこまでの範疇をディスカッションのテーマとするのか、明確にした方が良

い  

・  練習生に効率良く技量を身につけさせるためには、テクニカルにどうするか

議論をすることが必要で、細かくブレークダウンをしたところまで議論して

いく必要がある  

・  育てたいパイロット像が人によって違うので、まずはベーシックな部分でど

ういうパイロットを育てたいと思っているのかを話し合ってはどうか  

・  Good pilot を育てたい。私の考える Good Pilot の要件を、「安全」「自立/

自律」「楽しんでいる」の 3 点と考えている  

（※JSA Info.318  https://x.gd/6S6Mk）  

・  ここまでの皆さんからの発言でも、「安全」と「楽しさ」の話は出ていると

思う。安全は言うまでも無いが、「安全」を追求しすぎると楽しさが減って

しまう場合はあると思う、「楽しさ」だけを追ってしまうと安全で無くな

る。その間をつなぐのが「自立、自律」だと考えているのでこの 3 点で考

えている  

・  自分が感じてきたわくわく感を伝えられるようなインストラクターでありた

い（クラブの雰囲気づくり含めて）  

・  業務でも飛行機の操縦教官をしている。プロのパイロットの教育では、練習

生が基準を満たさなければエリミネートとなる。趣味の世界での教育はそう

いった訳にはいかないことが多く、難しさを感じている。安全でない（考え

てない）と思われるパイロットにどのように対応していくか、皆さんの意見

を聞いてみたい  

https://x.gd/6S6Mk
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・  議論する時は対象を絞りたい。インストラクターの想いだけを押し付けるこ

とにならないよう、練習生の満足度を高めるとともに、練習生を下支えでき

るようなインストラクターでありたい  

(3) 今後の議論の方向性（21:40～21:50）  

・  もう少し皆さんの想いを聞いてみたい  

・  今日のディスカッションを委員長の方でまとめ、皆さんに改めて提示。その

上で、議論の方向付けをしていきたい  

・  合わせて、委員会の開催頻度についてもお伺いしたい  

４．  散会  
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別添：第１回 JSA インストラクター委員会  参加者  

 

クラブ名 名前 第１回参加者
1 （公社）滝川スカイスポーツ振興協会：SATA 日口　裕二 〇
2 〃 小原　祐樹 〇

3
（公社）宮城県航空協会：SAM
（株）日本モーターグライダークラブ：JMGC

佐々木　匡 〇

4 諏訪市グライダー協会 村上　倫明 〇
5 大野グライダークラブ：OGC 山田　和久 　 〇
6 中部日本航空連盟（岐阜・愛知）：CJAA 飯田　伸一郎 〇
7 〃 伊藤　健児 〇
8 〃 佐々木　健仁 〇
9 ヤマハソアリングクラブ：YSC 加藤　宏 〇
10 京浜ソアリングクラブ：KSC 山内　直人 〇
11 アサヒソアリングクラブ：ASC 赤堀　直人 〇
12 （公社）日本学生航空連盟：JSAL 太田　洋一 〇
13 （公社）日本グライダークラブ：JSC 丸山　毅 〇
14 〃 吉岡　利典 ー
15 NPO九州グライダースポーツ連盟 牧田　厚雄 〇
16 NPO学生航空連盟 丸山　雄一郎 〇
17 美瑛航空協会 藤本　美波 〇
18 （公社）長野グライダー協会 外池　治 〇
19 〃 畔上　拓人 ー
20 九州大学大学院（2年）学連西部地区 矢野　智幸 〇
21 JSAインストラクターマニュアル委員会 相島　正敏　 〇
22
23
24

JSA事務局長：オブザーバー 佐志田　伸夫 〇
20第１回　参加者数

 


